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１．2024年３月期第３四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 129,115 12.1 1,015 △36.1 795 △51.5 17 △96.4
2023年３月期第３四半期 115,151 29.6 1,589 － 1,641 603.6 499 －

(注) 包括利益 2024年３月期第３四半期 6,988百万円 (△10.9％) 2023年３月期第３四半期 7,847百万円 ( 343.7％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第３四半期 0.74 0.72

2023年３月期第３四半期 20.73 20.31

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 154,868 83,453 44.9

2023年３月期 141,511 77,439 45.0

(参考) 自己資本 2024年３月期第３四半期 69,466百万円 2023年３月期 63,630 百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 ― 7.00 ― 18.00 25.00

2024年３月期 ― 13.00 ―

2024年３月期(予想) 13.00 26.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 160,000 △0.3 3,200 3.6 2,700 △9.8 1,500 5.5 61.91

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期３Ｑ 25,055,636株 2023年３月期 25,055,636株

② 期末自己株式数 2024年３月期３Ｑ 796,233株 2023年３月期 912,933株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期３Ｑ 24,216,542株 2023年３月期３Ｑ 24,098,811株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたって

の注意事項等については、添付資料Ｐ.３「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、金融引締めによる海外経済の下振れ懸念や急激な為替変動に加え、

長期化するウクライナ情勢や国際紛争リスクの高まりなどの影響から、物価の高騰は続いており、社会経済活動の正常

化は進んだものの、先行きは依然として不透明な状況が続いています。

　当社グループの関連する自動車産業においては、半導体供給の改善等により総じて生産回復に向かっているものの、

中国市場においては中国系自動車メーカーによる新エネルギー車（NEV）の急激な販売伸長により日系メーカーの販売台

数の減少が顕著となるなど取り巻く経営環境は厳しい状況が続いています。

このような状況下において当社グループの売上高は、自動車生産の回復や円安に伴う換算の影響などにより、前年同

期比12.1％増の129,115百万円となりました。営業利益は、エネルギー費の高止まりや労務費の上昇に加え、新車立上費

用の増加等により、前年同期比36.1％減の1,015百万円となりました。経常利益は、支払利息の増加等により、前年同期

比51.5%減の795百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、法人税及び法人税等調整額の計上により、

前年同期比96.4%減の17百万円となりました。

なお、連結決算における海外子会社損益の円換算には、各子会社決算期の平均レートを使用しており、当第３四半期

連結累計期間の米ドルレート（１～９月）は、138.23円/ドル（前第３四半期連結累計期間は128.31円/ドル）でありま

す。

セグメントの状況は、以下のとおりであります。

①日本

売上高は、生産台数の増加などにより、前年同期比30.5%増の46,868百万円となりました。営業利益は、生産台数の

増加及び金型・設備損益の良化などにより、前年同期比148.2%増の4,611百万円となりました。

②米州

　売上高は、生産台数の増加や円安に伴う換算の影響などにより、前年同期比36.1%増の56,183百万円となりました。営

業損益は、労務費の上昇、メキシコにおける新車立上げ準備費用の増加があったものの、生産台数増加の影響などによ

り前年同期比307百万円改善の891百万円の損失となりました。

③アジア

　売上高は、円安に伴う換算の影響などがあったものの、中国の生産台数減少などにより、前年同期比22.6%減の34,139

百万円となりました。営業損益は、生産台数の減少などにより前年同期比1,670百万円悪化の1,153百万円の損失となり

ました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

　流動資産は、前連結会計年度末と比べ5,609百万円増加の78,192百万円となりました。これは、「製品」が1,807百万

円、「部分品」が582百万円、「仕掛品」が727百万円、「その他」が1,813百万円増加したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末と比べ7,747百万円増加の76,676百万円となりました。これは、「機械装置及び運搬具

（純額）」が787百万円減少したものの、「建物及び構築物（純額）」が685百万円、「建設仮勘定」が6,030百万円、

「投資その他の資産」が1,807百万円増加したことなどによります。

この結果、総資産は前連結会計年度末と比べ13,357百万円増加の154,868百万円となりました。

（負債の部）

　流動負債は、前連結会計年度末と比べ8,727百万円増加の53,120百万円となりました。これは、「１年内返済予定の長

期借入金」が2,379百万円、「電子記録債務」が740百万円減少したものの、「支払手形及び買掛金」が1,055百万円、

「短期借入金」が5,657百万円、「その他」4,469百万円増加したことなどによります。

　固定負債は、前連結会計年度末と比べ1,383百万円減少の18,294百万円となりました。これは、「長期借入金」が

1,512百万円減少したことなどによります。

この結果、負債合計は前連結会計年度末と比べ7,343百万円増加の71,415百万円となりました。

（純資産の部）

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ6,013百万円増加の83,453百万円となりました。これは、「利益剰余金」が

732百万円減少したものの、「為替換算調整勘定」が5,612百万円、「その他有価証券評価差額金」が988百万円増加した

ことなどによります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2023年５月11日の「2023年３月期 決算短信（連結）」で公表いたしました通期の連結

業績予想値に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,617 23,611

受取手形及び売掛金 24,110 24,290

電子記録債権 2,182 2,587

製品 6,294 8,101

原材料及び貯蔵品 1,124 1,301

部分品 3,783 4,365

仕掛品 6,900 7,627

その他 5,107 6,920

貸倒引当金 △538 △614

流動資産合計 72,582 78,192

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,332 15,017

機械装置及び運搬具（純額） 32,245 31,457

建設仮勘定 7,185 13,215

その他（純額） 5,525 5,512

有形固定資産合計 59,288 65,204

無形固定資産 184 209

投資その他の資産 9,455 11,262

固定資産合計 68,928 76,676

資産合計 141,511 154,868
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,191 15,247

電子記録債務 2,770 2,030

短期借入金 5,365 11,023

1年内返済予定の長期借入金 8,940 6,561

未払金 1,590 1,357

未払法人税等 213 972

賞与引当金 1,403 1,561

役員賞与引当金 89 67

その他 9,829 14,299

流動負債合計 44,393 53,120

固定負債

長期借入金 17,809 16,296

退職給付に係る負債 938 997

その他 929 1,000

固定負債合計 19,677 18,294

負債合計 64,071 71,415

純資産の部

株主資本

資本金 6,200 6,200

資本剰余金 9,429 9,372

利益剰余金 48,634 47,902

自己株式 △1,303 △1,136

株主資本合計 62,961 62,338

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,455 3,443

為替換算調整勘定 △1,430 4,182

退職給付に係る調整累計額 △356 △498

その他の包括利益累計額合計 668 7,127

新株予約権 599 599

非支配株主持分 13,210 13,387

純資産合計 77,439 83,453

負債純資産合計 141,511 154,868
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

売上高 115,151 129,115

売上原価 103,649 117,288

売上総利益 11,501 11,826

販売費及び一般管理費 9,912 10,811

営業利益 1,589 1,015

営業外収益

受取利息 251 276

受取配当金 177 199

為替差益 ― 226

雇用調整助成金 72 ―

その他 74 44

営業外収益合計 575 747

営業外費用

支払利息 478 558

デリバティブ評価損 3 291

その他 41 116

営業外費用合計 523 967

経常利益 1,641 795

特別利益

固定資産売却益 2 8

保険解約返戻金 ― 4

その他 53 ―

特別利益合計 55 13

特別損失

固定資産廃棄損 45 59

その他 109 2

特別損失合計 154 61

税金等調整前四半期純利益 1,542 747

法人税等 1,221 1,402

四半期純利益又は四半期純損失（△） 321 △655

非支配株主に帰属する四半期純損失 △178 △673

親会社株主に帰属する四半期純利益 499 17
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 321 △655

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △195 988

為替換算調整勘定 8,798 6,822

退職給付に係る調整額 △1,076 △166

その他の包括利益合計 7,526 7,644

四半期包括利益 7,847 6,988

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,259 6,477

非支配株主に係る四半期包括利益 1,587 511
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法によっております。
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（セグメント情報等）

　【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 米州 アジア

売上高

外部顧客への売上高 30,891 41,112 43,148 115,151

セグメント間の内部
売上高又は振替高

5,028 159 971 6,159

計 35,919 41,271 44,119 121,310

セグメント利益又はセグメン
ト損失（△）

1,857 △1,198 516 1,175

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整

に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,175

セグメント間取引調整額 413

四半期連結損益計算書の営業利益 1,589

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 米州 アジア

売上高

外部顧客への売上高 39,161 56,021 33,931 129,115

セグメント間の内部
売上高又は振替高

7,706 162 208 8,077

計 46,868 56,183 34,139 137,192

セグメント利益又はセグメン
ト損失（△）

4,611 △891 △1,153 2,566

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整

に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 2,566

セグメント間取引調整額 △1,550

四半期連結損益計算書の営業利益 1,015

　


